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新たなＰＴＡ活動の方向性について

令和４年 ４月



はじめに

 学校教育の推進において「学校」と「家庭」は車の両輪のよう
な関係です。

 ＰＴＡ活動は、学校教育を支える大切な役割を担っています。

 また、ＰＴＡという組織は「学校と家庭の具体的な連携の場」
であり、「保護者同士のつながりを構築し、情報交換する場」
でもあります。

 もちろん強制ではなく「みんなが参加できる場・活動」が最終
的な目標です。



ＰＴＡ活動における今日的課題

社会の変化に伴う家庭の生活様式の多様化

多様性を認める時代と価値観の多様化

新型コロナウイルス感染拡大による活動の制約
と縮小・見直し

加えて

新たな発想で体制と活動を再構成する必要



スケジュール

令和２年度 見直し方針の検討と策定

令和３年度 プロジェクト方式の試行

令和４年度 新しいＰＴＡ活動の試行

（会則の見直し・プロジェクトの実施・可視化 等）

令和５年度 新しいＰＴＡ活動の正式導入

（会則の決定・開校４０周年記念事業 等）



令和３年度の取組

新型コロナウイルス感染の影響

 会員参集型の活動は不可

 総会議案書は書面による承認

 Google meetを利用したアンケートの実施

アンケート結果を踏まえた取組

 いつでもできる見守り活動（腕章配布）

 特別授業や親子向け講演会・音楽鑑賞会等の実施

 コロナ対策（役員による校内消毒作業の体験）



ＰＴＡ活動「これまで」と「これから」①

任意団体への入会意志の確認

子どもが入学する時に、ほぼ自動的に加入

入学時期にＰＴＡ活動の意義や役割等について説明させて

いただき、趣旨に賛同する方が「入会届」を提出。

入会後、退会を希望する場合は「退会届」を提出。

進級時は自動更新。



ＰＴＡ活動「これまで」と「これから」②

役員選出方法の見直し

「会長」「副会長」「監査」等 役員指名委員会を設置し

指名された方を総会で承認する。

前年度の三役・プロジェクトリーダー代表が協議し指名した

方を総会で承認する。



ＰＴＡ活動「これまで」と「これから」③

５部制度を廃止しプロジェクト方式へ

学級ごとに部に所属する常任委員を６名選出する。常任委員

以外は「輪っしょい（親子ミニ運動会）」係か「親子レク」係

に所属する。

年度末から始めにかけて、会員へのアンケートを実施し、

取り組んでみたいプロジェクトのアイディア等、広く意見を

募集する。寄せられた意見等に基づき、プロジェクトを企画

し、ボランティアを募集する。



令和４年度 想定するプロジェクト

仮称「スクール・ガード」プロジェクト

見守り活動（輪番制への協力と自主的活動）

※朝の輪番制はこれまで通り学校の取組に協力

仮称「感動体験」プロジェクト

親子で本物に触れる機会の企画・実施、子どもの

好奇心や意欲を育む特別授業等の企画・実施

仮称「読む読む」プロジェクト

「お話の会」と連携して、読み聞かせ等、

子どもの読書推進に関わる活動



コロナ後に考えられるプロジェクト 例

仮称「クリーン・グリーン」プロジェクト

学校・校地内の環境整備や緑化作業等

仮称「輪っしょい」プロジェクト

親子の親睦・健康推進 等

仮称「こんにちは」プロジェクト

学校と家庭の架け橋としての広報活動や情報提供等



ＰＴＡ活動「これまで」と「これから」④

会費（金額）の見直し

令和２年度までは年間４，２００円

活動内容の精選・見直しを行い、令和３年度の３，２００

を参考に 年間３，０００としたい。コロナ後の活動の広がり

を想定して、再度の値上げを防ぐため、当面はこの金額を維持

したい。



その他

今後のスケジュール
〇４月末～連休明け「総会議案書」を配布

・役員体制・会則案の提示

・総会（書面による開催を想定）

保護者・教職員の皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。ともに力を合わせて

啓北っ子を育みましょう！


